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編集後記
人間科学部紀要第23巻 をお届 けいた します。各系か らそれぞれの学
問の特色が窺われ る力作 を寄せ てい ただい たこ とを嬉 しく思い ます。
本年度 か ら学部が大講座制 に移行 し、本学部 は新設のボ ランテ ィア人
間科学講座 を加 えた1学 科7大 講座で再出発す るこ とにな りま した。第
4セ メス ターか らの専 門教育への移行 や三年次編入学試験の実施等 も重
な り、時代 の要請 に沿 うべ く、改革 に向 けて大 きく揺れ動いた一年で し
た。
今年の五月でわが学部 は創設以来、四半世紀の歴史 を刻 むことにな り
ます。第2の 四半世紀へ の飛翔 に向 けての足場の確認 とい う意味で、昨
年 に引 きつづ き、本紀 要の過去の全掲載論文の題名 と執筆者名一覧 を巻
末 に付 す ことにいた しました。
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